
【講義１２】
日本古典籍総合目録データベース
概要
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「日本古典籍総合目録データベース」
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http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/



日本古典籍総合目録DBの特徴
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・日本の古典籍の総合目録（一部、漢籍・明治本を含む）。
・『国書総目録』（岩波書店刊）の継承・発展を目指して構築したデータベ
ースで、古典籍の書誌・所在情報を著作及び著者の典拠情報とともに提供。
・書誌、所在情報は、国文学研究資料館の蔵書のうち和漢古書、他機関等の
既刊目録からの採録データ、他機関等の所蔵資料の撮影画像からの採録デー
タの３種類で構成。
・典拠情報は、『国書総目録』 、『古典籍総合目録』（岩波書店刊）所収の
すべての著作・著者とその後に追加した著作・著者を収録。



日本古典籍総合目録DBの基本構造

著作典拠ファイル

書誌・所蔵
ファイル

著者典拠ファイル
リンク

典拠ファイル

リンク
著作典拠ファイルとそれにリ
ンクする著者典拠ファイルに
より典拠コントロールを行っ
ている
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典拠コントロールを行う必要性

著作

書誌

著作IID:668
宇治大納言物語

同じ「宇治大納言物語」の書名でも別著作（別の作品）。
逆に、同じ著作でも書名が異なる場合もある→同一著作で
ある書誌をまとめる役割

書誌

宇治大納言物語

著作

著作IID:657
宇治拾遺物語

宇治大納言物語
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著作と『国書総目録』
著作の種類

年代 和古書

1939年 『岩波国書解題』構想、国書カード採取開始

1957年 『国書総目録』構想、編纂開始

1963年 『国書総目録』刊行開始（～1976年。全8巻＋著者別索引）

1989年 『国書総目録』補訂版刊行

1990年 『古典籍総合目録』全3巻刊行(国文研編集、岩波書店出版）

1999年 「国書基本データベース（著作篇）」運用開始

2002年 『国書総目録』の著作権を国文研が岩波書店から買い取り

2006年 「日本古典籍総合目録データベース」運用開始

1. 『国書総目録』由来の著作およびそれを修
正した著作（通称：国書著作）

2. 国文研作成著作

『国書総目録』と日本古典籍総合目録DBの歴史

6『国書総目録』PDF https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/kokusho.html



国書著作
当初『岩波国書解題』のために採取された国書カードが著作の元となった

国書カード

『国書総目録』
日本古典籍総合目録データベース
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著作の構造の違い

１．国書著作

著作

著者

国書所在

書誌・所蔵

著作

書誌・所蔵

２．国文研作成著作

著者

国書著作にはリンクされた書
誌・所蔵が未だないものも多い

国文研著作は、書誌作成時に該当
する著作がない場合に作成される
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『国書総目録』



日本古典籍総合目録DBの書誌
３つのデータソース

国文研所蔵和古書 他機関等の
既刊目録

他機関等のマイクロ
フィルム・デジタル

画像

他機関等の発行した目
録類を収集して作成

通称：和古書(W) 通称：古典籍(K) 通称：マイクロ(M)
他機関等の所蔵資料
を撮影し作成したマ
イクロフィルム・デ
ジタル画像

３つのデータソースは別々に整理、提供されてきたが、現在それ
を統合して「日本古典籍総合目録DB」として提供している
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「国文学研究資料館和古書目録データベース」と
「日本古典籍総合目録データベース」の関係

館蔵和古書目録DBは日本古典籍総
合目録DBの「和古書」部分のみを
検索する、国文研の所蔵目録デー
タベース
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http://base1.nijl.ac.jp/~wakosyo/http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/



書誌レコードの目録規則とマニュアル
書誌レコードの目録規則
・独自の「日本古典籍書誌レコード作成要領」（講義１４の別紙１）
により行っている。これは、 ３つのデータソース（和古書・マイク
ロ・古典籍）全てのデータ作成の基本になる共通の和古書書誌データ
の規則。

３つのデータソースごとのマニュアル
・上記作成要領を元に、それぞれ別に整理されてきた経緯から、３つ
のデータソースごとにマニュアルが作成され、完全に統合されていな
い。また、マニュアルの改訂が数回行われ、以前のマニュアルに基づ
く書誌データは現行のマニュアルに合わせて修正されていないため、
記入の揺れが生じている。
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書誌作成対象となる資料の範囲

・原則として、「慶応４(1868)年以前に成立した著作の古典籍」

① 著作の成立年を基準とする
・慶応４年以前の刊本・写本
・明治以降の刊本のうち、整版・木活字版等は含むが、近代的印刷技法・出
版によるものは除外。写本（新写本）は含む。
② 日本人の著作（編著含む）
③ 言語は日本語以外も含む 例：日本人が漢文で書いた著作
④ 形態 冊子・巻子本他、特殊形態資料（一枚物、書簡、貼り交ぜ屏風、
浮世絵等の絵画資料など）を含む

本来は漢籍を対象としていないが、当館の和古書目録としては、漢籍・朝鮮
本を含む（1912年以前に著作が成立したもの）。
他機関での撮影画像をデータソースにする場合も、漢籍・明治本を含むこと
がある。同様に古文書を含む場合もある。
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書誌レコードの作成単位
（１）個別資料ごと（１書誌１所蔵）

個々の、書誌的に他と区別されるひとまとまりの資料ごとに書
誌レコードを作成。

・⾧く伝来する間にその装丁の特徴から、冊数、大きさ、装
丁等様々な改変が行われる可能性があり、手元の資料のみか
らでは、他の資料との同定識別等の判断が困難であること。
さらに書入れや蔵書印等が付加されること。
・同版である各伝本に相違があること。同一の版木を用いて
も、刷り毎に部分的な省略や入れ木による修訂が行われる場
合があり、料紙が異なることもある。したがって、版の特定
が困難である上に、刷りによる差異を考慮する必要がある。
・これらの違いが本文・内容に及ぶこともある。
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（２）著作単位
資料中に出現する著作の単位ごとに、レコードを作成する。その
単位の認定は、著作典拠ファイルによる。

① 単独書誌
・著作に対応する単位で書誌を作成。
・複数冊のものであってもひとまとまりと考える。
・同じ著作の部分であるならば、書名が途中で変わっても１件の
レコードとする。

著作書誌

書誌レコードの作成単位

１書誌に対し１著作
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書誌レコードの作成単位
② 階層構造として表現する書誌

１つの資料の中に複数の著作に対応する部分があるときは、全
体に対応するレコード（親書誌）に加えて、その部分ごとのレ
コード（子書誌）を作成する。さらに書誌に現れる叢書、合刻な
どの著作間の関係を書誌構造としてとらえ、書誌レコードを相互
に関連づけ、その種別を表示する。

ア）【叢書】１資料に複数の著作が収録されており、全体として
も１つの著作になっている

イ）【合写・合刻・合綴】１資料に複数の著作が収録されている
が、全体としては１著作とは言えない

叢書 数種以上の書籍（抄録も含む）を総合して収録した書籍群。
（『日本古典籍書誌学辞典』）

・合写 複数の書籍を、何らかの事情で一度に合わせ書写し、一部の書
籍とすること。
・合刻本 同傾向の内容の二、三種の作品が、一書をなす分量の上から、
まとめられて出版されたもの。
・合綴本 複数の本を合わせ綴じた本。（『日本古典籍書誌学辞典』）
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著作親書誌

ア） 【叢書】

子書誌１

子書誌２ 著作

著作

書誌ID200020577 丹鶴叢書

書誌ID200020580 日本書紀／神代

書誌ID200020581 濵松中納言物語

著作ID44166 丹鶴叢書

親書誌
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親書誌

イ）【合写・合刻／合綴】

子書誌１

子書誌２

著作

著作

（著作にリンクがない書誌）

書誌ID200003988

書誌ID200003989 おあむ物語

書誌ID200003990 おきく物語

著作ID953 おあん物語

著作ID1058 おきく物語
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親書誌



他のデータベースとの連携
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日本古典籍総合目録DBの著作『竹取物語』
http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG_W_5389



NDL Authoritiesとの連携
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https://id.ndl.go.jp/auth/ndla/



NACSIS-CATの統一書名典拠レコード
（１）目録システムコーディングマニュアル 14.2.1D （CAT2020対
応版）

D7 日本語の古典作品の統一書名典拠データの作成単位は、国文学
研究資料館の提供する「日本古典籍総合目録データベース」に該当
する著作レコードがある場合は、その単位に揃える。該当する著作
レコードがない場合は、「目録情報の基準 第5版」9.2.2に従い、著
作を単位とする。

D8 「日本古典籍総合目録データベース」に収録されている日本語
の古典作品は、同データベースの著作レコード中の「統一書名」を
そのままタイトルとして採用する。あわせて、付記事項として
「KOTEN:」に続けて同レコード中の「著作ID」（著作レコード番
号）を記録する。この付記事項は識別の必要の有無にかかわらず記
録する。

(例) HDNG: 竹取物語(KOTEN:5389)||タケトリ モノガタリ

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/14_2_1.html
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CiNii Booksでの検索
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https://ci.nii.ac.jp/books/



CiNii Booksでの表示例
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https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB20302513



NACSIS-CATの統一書名典拠レコード

(3)参照URL
http://catdoc.nii.ac.jp/index.html コーディングマニュアル14章

改訂について一連の参照URLあり
http://catdoc.nii.ac.jp/pdf/CM14_Q&A.pdf

(2) レコード調整の必要がある場合
統一書名典拠レコード作成にあたっての「日本古典籍総合目録データ
ベース」との調整手順

http://catdoc.nii.ac.jp/pdf/touitu_tejyun.pdf

調整先E-Mail： qa-koten[at]nijl.ac.jp [at]を@に変えてください。
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